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第１学年 

令和７年 1２月５日 

第３０号 

☞ 週の予定   １２月８日～１２月１２日 

月日 曜 で き ご と １ ２ ３ ４ 給 ５ ６ 
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生徒会朝礼 

三者面談終 

①都内巡り 発表会リハーサル 

学 ② ④ ⑤ 〇 ⑥ 
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専門委員会 

⑤都内巡り クラス発表会 
①  ②  ④ ⑤ ○ 総 専 
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職員会議 

☆EDOスク 
道 ②  ③  ④ 〇 ⑤  
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／ 

１１ 

木 

 
①  ②  ③  ④ ○ ⑤ ⑥ 

         

１２

／ 

１２     

金 

朝読書 

⑥都内巡り   
① ② ③ ④ ○ ⑤ 総 

      
                             
※三者面談：１２月１日～８日の期間で実施されています。面談日時をご
確認ください。よろしくお願いします。 

 名札とスリッパの準備をお願いいたします。 
※１１月２８日に、教材費・林間積立金の引き落としがありました。 
 通帳の確認をお願いします。未納のご家庭が多いと、教材費の支払いが
滞ります。ご協力お願いいたします。 
・・・・・き・・・・・り・・・・・と・・・・・り・・・・・・ 

《ひとことＮｏ．３０》１年（   ）組（   ）（          ） 
掲載可否～（  ） 掲載をご希望されない場合は × をご記入ください。 
 

 

 

 

 

「今を生きる」                 

 

私には、大学３年生の娘と高校１年生の息子がいる。今回は息子の中学 

時代の部活動と受験のお話。 

息子は吹奏楽部に入部した。スポーツをやりたかったが、思うような部

活がなかった。小さいころからピアノを習っていたし、母（私）の親友の 

Y先生が赴任したので、「吹奏楽部が強くなるだろう！」という熱い思い

で入部した。トランペットが吹きたかったが、歯の矯正をしていたので断

念。打楽器パートになった。 

Y先生は、コンクールに出れば必ず金賞。今まで勤務したすべての学校

を東京都代表に導いてきた先生だ。「さぞかしハードな練習なのだろう。」

と想像していたが、、、違った。息子の中学校は、もともとコンクールには

出場しない学校だった。そのままの流れでコンクールには出ないことにし

たそう。楽しいサマーコンサートや文化祭での演奏。音楽を奏でるのは楽

しかったが、ちょっと想像していたのとは違ったかな。 

２年生になった時、転機が訪れた。同学年の仲間が「男子バレーボール

部」を創部したのだ。本来なら部活動は３年間続けるもの。しかし、吹奏

楽部が思い描いていたものと違っていたこと。男子バレーボール部があれ

ば初めからそこに入部していたこと。頭を下げて転部したいと懇願する息

子。「わかったよ。」そして、男子バレーボール部に転部した。 

初心者ばかりの男子バレーボール部。２年生だけど、１年生のようなも

の。大会に行けば、ぼろ負けだった。女子バレーボール部に教えてもらい

ながら（息子の中学校の女バレーは都大会常連校）、どんどんうまくなっ

ていった。女子バレーボール部のAチームにはいつも負けてしまうけど、

Bチームに勝てるようになってきた。「男子は素直で単純！すぐにうまく

なるなあ。」コーチがたくさん褒めてくれた。たくさんの練習試合と公式

戦。なんども応援に行った。 

あっという間に３年生になった。引退試合。きっと勝てると思ってい

た。勝てるはずだった。しかし。リベロ（守備専門）が、突然の腹痛。負

けた。 

 



 

あと一年あったらな。もっともっとバレーボールをやりたかった

な。 

高校選びは、おのずと『男子バレーボール部がある学校』になっ

た。高校見学は全部で１５校に行った。都立高校３校。私立高校１２

校。充実した高校生活が送れるように。大好きなバレーボールを納得

いくまでプレーできるように。 

残念ながら第一志望の私立高校と都立高校には落ちてしまった。結

果、第２志望の私立高校に通っている。その高校は、唯一私も夫も見

学に行き、部活動体験に数回行った学校だった。縁があったんだなと

思う。今、毎日本当に楽しく、充実した学校生活を送っている。バレ

ーボール部はもちろん、勉強もよく頑張っている。母はお弁当作りが

大変だけど（笑）。毎日「おいしかったよ。」と言ってくれるので頑張

ります。 

我が家のモットーは、「今を生きる」だ。甥が天国に行ってから、ず

っと思い続けている。どんなに辛いことも、苦しいことも、生きてい

るからこそ。なにかにくじけそうになる度に、もっともっと生きたか

った甥を思う。そして、今を懸命に生きようと思う。 

 

さあ、みんな。中学校生活は今しかない。もうすぐ今年が終わる。

やり残したことはないかな？ 

あと３カ月と２５日したら、２年生だ。 

 

がんばれ１年生！！ 

私は、いつも、いつでも、いつまでも、君たちを全力で応援する。 

✑✑保護者の皆様毎回のひとこと返信ご協力ありがとうございます！ 

 



 


